惨事ストレスの対策パターン(改)

	帰署直後

目的：ストレス症状の有無の判断・ストレスの緩和

・帰署直後(途上)にデフュージング(一次ミーティング)を行う

　隊長を中心にコミュニケーションをとり、隊員の様子を判断する

・惨事ストレスによるPTSDチェックリストによりセルフチェックを行う
・災害活動での体験や感じたことを自由に話し合い、ストレスを緩和する。
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要　注　意





その後の対応


隊長等による経過観察


セルフケアと職場での配慮･サポート





その後の対応


・所属の保健師･産業医の専門家によるカウンセリングを実施する。


・専門医療機関での受診


・緊急メンタルサポートチームの要請（平成１５年５月２７日消防消第１０４号）


・二次ミーティングの実施


・休暇の付与･職場環境への配慮


組織として対応を決めておくことが重要








事前教育


家族を含めた職員にストレスの知識・対処法の周知が望ましい。


(家族も職員との会話から二次的にストレスを受けることがある)











